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〈
内
容
〉

〈
内
容
〉
北
公
民
館
・
北
児
童
館
・

北
公
民
館
・
北
児
童
館
・

た
ち
ば
な
保
育
所
の
跡
地
を
利
用

た
ち
ば
な
保
育
所
の
跡
地
を
利
用

し
て（
仮
称
）三
郷
市
多
世
代
交
流

し
て（
仮
称
）三
郷
市
多
世
代
交
流

複
合
施
設
新
築
工
事（
建
築
）に
伴

複
合
施
設
新
築
工
事（
建
築
）に
伴

う
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

う
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

※※��

金
額
が
大
き
い
契
約
を
結
ぶ
場

金
額
が
大
き
い
契
約
を
結
ぶ
場

合
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で

合
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で

す
。
す
。

▽▽��

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

落
札
業
者
の
実
績
は
。

問　

落
札
業
者
の
実
績
は
。

答　

過
去
の
主
な
受
注
工
事
実
績

答　

過
去
の
主
な
受
注
工
事
実
績

と
し
て
は
、
三
郷
市
立
幸
房
小
学

と
し
て
は
、
三
郷
市
立
幸
房
小
学

議
案
第
47
号　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

問答

校
プ
ー
ル
新
築
工
事
、
三
郷
市

校
プ
ー
ル
新
築
工
事
、
三
郷
市

立
幸
房
小
学
校
増
築
工
事
、
三
郷

立
幸
房
小
学
校
増
築
工
事
、
三
郷

市
斎
場
新
館
新
築
工
事
な
ど
が
あ

市
斎
場
新
館
新
築
工
事
な
ど
が
あ

る
。
る
。

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意

見
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

見
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。

た
の
か
。

答　

令
和
元
年
８
月
か
ら
９
月
に

答　

令
和
元
年
８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
主
に
障
が
い
者
対
応

実
施
し
、
主
に
障
が
い
者
対
応

な
ど
に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
い

な
ど
に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
障
が
い
者
用
駐
車
場
の
配
置
、

た
。
障
が
い
者
用
駐
車
場
の
配
置
、

多
目
的
ト
イ
レ
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

多
目
的
ト
イ
レ
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

シ
ー
ト
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応

シ
ー
ト
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
設
置
す
る

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の
審

査
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。続
い

て
討
論・採
決
の
結
果
、全
議
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
討
論
で
は
、「
新
た

な
施
設
に
は
温
浴
室
が
あ
り
、

多
く
の
高
齢
者
の
要
望
に
応
え

た
も
の
で
賛
成
で
は
あ
る
が
、

市
民
の
学
習
権
を
保
障
す
る
公

民
館
機
能
の
充
実
を
求
め
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

答 問

工事場所 三郷市彦成三丁目７番地19
敷地面積 1,844.71㎡
延べ面積 1,943.44㎡　※複合施設、防災備蓄倉庫含む
履行期限 令和５年１月31日
契約金額 ９億2,180万円
受 注 者 不動開発株式会社　三郷営業所

用　　途 複合施設：交流・多目的スペース、児童館、温浴室、
団地出張所、会議室等　　防災備蓄倉庫：倉庫 （仮称）三郷市多世代交流複合施設建設予定地（仮称）三郷市多世代交流複合施設建設予定地

（仮称）三郷市多世代交流複合施設新築工事概要

きらりとひかる田園都市みさときらりとひかる田園都市みさと

論点論点
11

９月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議９月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議
されたか、その要旨をお知らせします。されたか、その要旨をお知らせします。

（仮称）三郷市多世代交流複合施設の（仮称）三郷市多世代交流複合施設の
新築工事が始まります新築工事が始まります

９月定例会

８/30〜９/17
　９月定例会には、市長から　９月定例会には、市長から
20議案が提出され、原案通り20議案が提出され、原案通り
可決しました。可決しました。

完成イメージ図　※実施段階での調整により、変更になる可能性があります。完成イメージ図　※実施段階での調整により、変更になる可能性があります。

みさと市議会だより  第187号みさと市議会だより  第187号
令和３（2021）年11月15日発行令和３（2021）年11月15日発行2



〈
内
容
〉

〈
内
容
〉
国
か
ら
追
加
交
付
さ
れ

国
か
ら
追
加
交
付
さ
れ

る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
特
別

る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
特
別

枠
「
事
業
者
支
援
分
」
を
活
用
し
、

枠
「
事
業
者
支
援
分
」
を
活
用
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し

影
響
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し

た
小
規
模
事
業
者
に
支
援
金
を
給

た
小
規
模
事
業
者
に
支
援
金
を
給

付
（
１
事
業
者
当
た
り
５
万
円
）。

付
（
１
事
業
者
当
た
り
５
万
円
）。

▽▽��

本
会
議
で
は
次
の
よ
う
な
質
疑

本
会
議
で
は
次
の
よ
う
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

問　

対
象
事
業
者
の
詳
細
は
。

問　

対
象
事
業
者
の
詳
細
は
。

答　

対
象
は
、
市
内
に
主
た
る
事

答　

対
象
は
、
市
内
に
主
た
る
事

業
所
を
有
し
、
中
小
企
業
基
本
法

業
所
を
有
し
、
中
小
企
業
基
本
法

に
規
定
す
る
常
時
雇
用
す
る
従
業

に
規
定
す
る
常
時
雇
用
す
る
従
業

員
数
が
卸
売
業
、
小
売
業
、
サ
ー

員
数
が
卸
売
業
、
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
、
製
造
業
そ

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
、
製
造
業
そ

の
他
に
つ
い
て
は

の
他
に
つ
い
て
は
2020
人
以
下
の
小

人
以
下
の
小

規
模
事
業
者
で
あ
る
。
飲
食
サ
ー

規
模
事
業
者
で
あ
る
。
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
、
対
象
外
と
し
て
い

ビ
ス
業
な
ど
、
対
象
外
と
し
て
い

る
業
種
も
あ
る
。

る
業
種
も
あ
る
。

問　

申
請
方
法
及
び
基
準
は
。

問　

申
請
方
法
及
び
基
準
は
。

答　

原
則
、
郵
送
に
よ
る
申
請
だ

答　

原
則
、
郵
送
に
よ
る
申
請
だ

議
案
第
66
号　
令
和
３
年
度
三

郷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

〈
小
規
模
事
業
者
支
援
金
事
業
〉

問問 答答

が
、
担
当
窓
口
の
ほ
か
三
郷
市
商

が
、
担
当
窓
口
の
ほ
か
三
郷
市
商

工
会
で
も
対
応
す
る
。
主
な
基
準

工
会
で
も
対
応
す
る
。
主
な
基
準

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
令
和
３
年
４
月

症
の
影
響
に
よ
り
令
和
３
年
４
月

か
ら
か
ら
1212
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月

月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月

で
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
同
月

で
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
同
月

比
で
売
り
上
げ
が

比
で
売
り
上
げ
が
2020
％
以
上
減
少

％
以
上
減
少

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

問　

予
算
上
限
に
達
し
た
場
合
は
。

問　

予
算
上
限
に
達
し
た
場
合
は
。

答　

申
請
期
間
内
の
申
請
事
業
者

答　

申
請
期
間
内
の
申
請
事
業
者

に
は
全
て
支
給
で
き
る
と
見
込
ん

に
は
全
て
支
給
で
き
る
と
見
込
ん

で
い
る
が
、
申
請
件
数
が
見
込
み

で
い
る
が
、
申
請
件
数
が
見
込
み

を
上
回
る
場
合
に
は
、
担
当
部
局

を
上
回
る
場
合
に
は
、
担
当
部
局

と
調
整
し
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

と
調
整
し
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、採
決
の
結
果
、全
議
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

答問

市内出張受付も行う市内出張受付も行う

小
規
模
事
業
者
を

支
援
し
ま
す

論点論点
22

論点

（仮称）三郷市多世代交流複合施設新築工事（建築）各階平面図（仮称）三郷市多世代交流複合施設新築工事（建築）各階平面図
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みさと市議会だより  第187号みさと市議会だより  第187号
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　議案第57号「令和２年度三郷市一般会計歳入歳出決
算認定について」では、決算額は歳入690億5,731万円
（前年度比34.6％増）、歳出655億6,475万円（前年度比
33.8％増）となりました。本会議での上程説明及び質
疑、各常任委員会での審査の要旨をお伝えします。

☆�新型コロナウイルスワ
クチン接種事業
☆�三郷市医療機関・福祉
事業所等緊急支援事業
☆�大場川下流排水機場ポ
ンプ増強事業
☆�地域拠点基盤整備（フ
ルインター化）事業
☆�地域防災推進事業
☆�子育て支援事業（子育
て支援ステーションの
充実等）
☆�「日本一の読書のまち」
推進事業
☆ホストタウン推進事業
☆小学校空調設備整備事業

令和２年度の
主な事業

歳入区分 説　　　明
国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付されるお金
市 税 市民税、固定資産税など
市 債 市が長期にわたって借りるお金
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付されるお金
地方消費税交付金 県の地方消費税収入の中から交付されるお金
繰 入 金 基金などから繰り入れるお金
繰 越 金 前年度一般会計から繰り越されるお金
地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付されるお金

国庫支出金国庫支出金
260億6,962万円260億6,962万円
37.8%37.8%

市税市税
232億1,214万円　33.6%232億1,214万円　33.6%

市債
40億5,171万円
5.9%

県支出金
35億5,953万円
5.2%

地方消費税交付金
28億2,251万円
4.1%

繰入金
23億4,611万円
3.4%

繰越金
22億7,910万円
3.3%

諸収入
18億6,713万円　2.7%

地方交付税
12億96万円　1.7%

その他
16億4,850万円　2.3%

歳　入歳　入

令和２年度決算を認定令和２年度決算を認定
税金の使い方を確認しました税金の使い方を確認しました

690億
5,731万円

都市型ヘルスツーリズム江戸川河川敷でのボート体験都市型ヘルスツーリズム江戸川河川敷でのボート体験

が
あ
る
。

　
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
づ
く
り
推

進
事
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
か
か
る

費
用
を
補
助
し
た
。
三
郷
市
「
子

ど
も
の
居
場
所
」
緊
急
対
策
事
業

補
助
金
は
、
１
団
体
30
万
円
を
上

限
と
し
て
、
申
請
が
あ
っ
た
７
か

所
の
運
営
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
支
給

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
こ
ど
も
医
療
費

支
給
事
業
で
は
、
対
象
年
齢
を
早

期
に
18
歳
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
た
め
反
対
す
る
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
特
産
品
等
産
出
事
業
に
つ
い

て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
メ
ロ
ン
・

秋
ど
り
枝
豆
の
３
つ
を
重
点
的
に

新
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し
て
い

る
。
栽
培
農
家
も
令
和
２
年
度
か

ら
増
え
て
い
る
。
特
に
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
は
好
評
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ジ
な
ど
も
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
活
動
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
自
然
災
害
や
感

染
症
に
対
応
で
き
る
人
材
の
確
保

は
、
自
治
体
の
重
要
課
題
で
あ
る
。

職
員
の
３
割
が
有
期
雇
用
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
反
対

す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
元
気
塾
推
進
事
業
で

は
、
み
さ
と
団
地
中
央
集
会
所
に

１
コ
ー
ス
増
設
し
、
定
員
数
36
名

の
と
こ
ろ
30
名
が
登
録
さ
れ
、
８

回
開
催
で
延
べ
92
名
が
参
加
し
た
。

　

社
会
保
障
生
計
調
査
事
業
で
は
、

埼
玉
県
内
の
生
活
保
護
の
級
地

ご
と
に
市
町
村
が
選
定
さ
れ
、
令

和
元
年
度
、
２
年
度
は
２
級
地
を�

代
表
し
て
三
郷
市
が
選
定
さ
れ

た
。
被
保
護
世
帯
の
か
た
に
家
計

簿
調
査
を
し
、
国
が
生
活
保
護
基

準
改
定
な
ど
の
参
考
に
す
る
目
的

　

地
方
創
生
推
進
事
業
（
都
市
型

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
）
で
は
、

三
郷
の
香
り
の
制
作
や
、
江
戸
川

河
川
敷
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
証
な

ど
を
行
っ
た
。
今
後
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
実
施
で
き
る
事
業
を

整
理
し
て
い
く
。

　

業
務
改
革
推
進
事
業
で
は
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
自
動

化
）
の
導
入
に
向
け
、
３
事
業
に

つ
い
て
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
今

年
度
か
ら
本
格
導
入
を
は
じ
め
、

業
務
時
間
の
削
減
を
進
め
た
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
つ
い

て
、
例
年
で
あ
れ
ば
訓
練
指
導
者

養
成
講
座
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
研

修
、
県
外
へ
の
視
察
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
す
べ
て
中
止
と
し

た
。
現
在
は
、
三
郷
市
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

業
務
の
効
率
化
に
向
け

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
検
証
を
実
施

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

シ
ル
バ
ー
元
気
塾
を

１
コ
ー
ス
増
設

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
メ
ロ
ン
・

秋
ど
り
枝
豆
を
売
り
出
し
中新特産品として好評の新特産品として好評の

アスパラガスアスパラガス
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令和２年度　一般会計・特別会計　決算審査概要

令和２年度

歳出区分 説　　　明
民生費 子ども、高齢者、障がい者などの福祉事業費など
総務費 防災や防犯、マイナンバーカードの交付、市税の課税徴収など
教育費 学校教育費、「日本一の読書のまち」推進事業など
土木費 道路や河川、公園整備など
公債費 市債の返済金
衛生費 ゴミの収集や予防接種など
消防費 消火・救急活動など
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

国民健康保険 歳入 139億8,905万円
歳出 137億  273万円

　審査では、生活習慣病重症化予防対策事業は埼玉県
と共同で実施している事業である。糖尿病性腎症重症
化予防プログラムに基づき、国民健康保険の被保険者
の中から重症化のリスクが高いかたを分析・抽出して、
文書による受診勧奨や保健指導等を行う事業であると
のことでした。
　討論として、「コロナ禍において保険料の支払いに困
難を抱えるかたも多く、市民への支援を求めることか
ら反対」などがありました。

介護保険 歳入 102億2,742万円
歳出   95億1,796万円

　審査では、成年後見制度利用支援事業の利用数は、成
年後見人への報酬15件分と、申し立てに要する経費９
件分である。費用は市長申し立てにより付けた成年後
見人への支払いが主なものであるとのことでした。
　討論として、「介護保険料の負担軽減が不十分であ
り、低所得でも心配なく施設利用や入所ができる体制
づくりを求めることから反対」などがありました。

後期高齢者医療 歳入 16億4,535万円
歳出 15億5,490万円

　審査では、埼玉県後期高齢者医療広域連合の保険給
付費支払基金残高は、令和元年度期末で約162億円であ
るとのことでした。
　討論として、「保険料均等割の軽減措置の上乗せとし
て実施してきた軽減特例が見直され、軽減対象者が減
少し、わずかな年金で暮らす高齢者にとって深刻な問
題となっていることから反対」などがありました。

公共下水道事業 ※  歳入 52億7,187万円
歳出 60億6,115万円

　審査では、公営企業会計では、下水道管渠のほかに建
物（早稲田中継ポンプ場）、構築物（マンホールなど）、機
械や備品といったものが資産として減価償却できると
のことでした。

�※�上下水道事業の決算額は収益的収支と資本的収支
の合計額です。

上水道事業 ※  歳入 29億8,727万円
歳出 33億7,888万円

　審査では、突発的漏水が発生した際には、三郷市指定
管工事業協同組合と契約して24時間対応できるよう
にしている。道路上の修理のほか、宅地内であっても、
メーター側から道路の間の給水管の漏水などは市で対
応しているとのことでした。

歳　出歳　出
655億
6,475万円

民生費民生費
232億8,148万円232億8,148万円
35.5%35.5%

総務費総務費
220億6,766万円220億6,766万円
33.7%33.7%

教育費
53億8,572万円　8.2%

土木費
49億1,729万円
7.5%

公債費
44億6,024万円
6.8%

衛生費
27億1,864万円
4.1%

消防費
15億4,459万円
2.4%

その他
11億8,913万円　1.8%

今
後
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

小
・
中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
学
年
閉
鎖
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
の
実
態
に

合
わ
せ
て
リ
モ
ー
ト
授
業
等
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
昨
年
度
購
入
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
有
効
活

用
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
の
拡
充
、
学
校
給
食
費

の
負
担
軽
減
な
ど
、
積
極
的
な
市

独
自
施
策
が
見
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
反
対
す
る
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

個
別
訪
問
が
で
き
な
い
が
、
今
後

も
対
象
と
な
る
か
た
に
対
し
て
職

員
に
よ
る
再
度
の
訪
問
を
実
施
し
、

助
成
事
業
を
活
用
し
た
耐
震
化
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　

下
第
二
大
場
川
改
修
事
業
は
、

平
成
５
年
に
下
流
側
（
寄
巻
付
近
）

か
ら
改
修
を
始
め
て
お
り
、
令
和

２
年
度
は
、
松
戸
草
加
線
の
新
鎌

倉
橋
の
南
側
29
メ
ー
ト
ル
を
整
備

し
た
。
今
後
は
、
概
ね
５
年
を
か

け
て
、
新
鎌
倉
橋
か
ら
約
１
６
０

メ
ー
ト
ル
上
流
側
の
二
郷
半
用
水

路
と
合
流
す
る
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
、
改
修
工
事
を
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

住
宅
施
策
推
進
事
業
で
は
、
空

家
等
対
策
計
画
に
よ
り
空
家
対
策

を
進
め
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度

よ
り
計
画
の
見
直
し
作
業
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
空
家
の
実
態
把
握
調
査

結
果
を
活
用
し
、
今
後
の
空
家
等

対
策
計
画
に
お
け
る
施
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
等
費
用

助
成
事
業
で
は
、
現
在
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

空
家
対
策
を
推
進
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
若
年

層
へ
の
感
染
に
広
が
り
を
見
せ
、感
染

力
が
強
い
変
異
株
に
置
き
換
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、よ
り
顕
著
に
伝で

ん

播ぱ

拡
大
し
、

重
篤
化
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
可
能
性
も

示
唆
さ
れ
て
い
る
。市
民
の
生
命
及
び

健
康
を
守
る
た
め
、総
力
を
挙
げ
て
感

染
防
止
・
医
療
提
供
・
公
衆
衛
生
対
策
に

迅
速
に
取
り
組
み
、あ
わ
せ
て
社
会
経

済
活
動
と
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。そ
こ
で
、現
在
の
感
染
・
接
種

状
況
や
陽
性
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て

の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

月
別
の
新
規
陽
性
者
数
は
８
月

に
過
去
最
多
の
７
９
１
人
と
な
り
、９

月
は
13
日
ま
で
に
２
８
９
人
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、防
災
行
政
無
線
を
は
じ

め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
配
信
サ
ー

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり16人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
篠田　隆彦　　宇治由紀子　　寺沢　美紗　　渡邉　雅人
加藤　英泉　　齊藤　幹郎　　田上　広子　　西村寿美枝
深川　智加　　佐々木　修　　柳瀬　勝彦　　一色　雄生
鳴海　和美　　佐藤　智仁　　工藤智加子　　菊名　　裕

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
第
５
波
」
に
つ
い
て

感
染
症
第
５
波
」
に
つ
い
て

議
員

ビ
ス
、市
内
各
所
の
掲
示
板
、啓
発
チ
ラ

シ
の
全
戸
配
布
な
ど
に
よ
り
、市
民
の

皆
様
に
さ
ら
な
る
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。ま
た
、自
宅
療

養
中
で
食
料
の
調
達
が
困
難
な
か
た
と

同
居
の
ご
家
族
に
は
、食
料
品
の
宅
配

を
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

令
和
３
年
９
月

13
日
時
点
で
、12
歳
以
上
の
対
象
者
全

体
で
接
種
率
は
44
・
３
％
で
あ
る
。ま

た
、65
歳
以
上
は
、88
・
７
％
の
か
た
が

２
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
る
。今
後

も
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
適
切
に

実
施
し
て
い
く
。

議
員　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は

約
１
割
程
度
で
あ
り
、持
続
可
能
な
発

展
を
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）と
す
る
た
め
に

は
、海
外
依
存
か
ら
の
脱
却
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
。近
年
の
技
術
進
歩
で
、水

力
を
活
用
し
た
小
規
模
発
電
が
誕
生
し

て
お
り
、三
郷
市
の
環
境
で
も
生
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
。新
し
い
技
術
に
よ

り
市
内
で
発
電
が
で
き
れ
ば
、収
益
を

も
た
ら
し
、自
立
す
る
ま
ち
、災
害
に
強

い
ま
ち
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
。電
気

の
地
産
地
消
を
国
へ
支
援
要
請
す
る
と

と
も
に
、具
体
的
な
施
策
と
し
て
進
め

て
ほ
し
い
が
、市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
視
点
と
し
た
環

境
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　

本
市
で
も
、今
年
度
ス

タ
ー
ト
し
た「
第
５
次
三
郷
市
総
合
計

画
」に
お
い
て
、施
策
体
系
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
と
の
関
連
づ
け
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
総
合
計
画
の
方
針
で「
誰
も

が
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
を

つ
く
る
と
と
も
に
、地
球
環
境
に
も
配

慮
し
た
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指

す
」こ
と
を
施
策
の
大
綱
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
設
置
に
対
す
る
補
助
金
の

交
付
な
ど
が
あ
る
。今
後
も
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら

み
さ
と
を
発
電
す
る
ま
ち
へ

み
さ
と
を
発
電
す
る
ま
ち
へ

自宅療養者に配食する自宅療養者に配食する
レトルト食品レトルト食品

太陽光発電設備太陽光発電設備
（ワークセンターしいの木）（ワークセンターしいの木）

そ
の
他
の
質
問

市
長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

みさと市議会だより  第187号みさと市議会だより  第187号
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三郷駅南口周辺三郷駅南口周辺

一般質問

た
め
の
就
労
支
援
と
し
て
、看
護
師
や
介

護
福
祉
士
、保
育
士
、歯
科
衛
生
士
な
ど

の
資
格
を
取
得
す
る
際
の
生
活
費
を
支

給
す
る
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
支

援
制
度
の
ほ
か
、自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
制
度
も
あ
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

「
に
こ
に
こ
子
育
て
応
援
ガ
イ
ド
」で
も

紹
介
し
て
い
る
が
、相
談
先
の
周
知
も
含

め
、個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
し
て

い
る
。

議
員　

希
望
す
る
全
て
の
か
た
が
1
日

で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、こ
の

事
業
の
運
用
に
つ
い
て
は
、更
な
る
改
善

が
必
要
で
あ
る
。①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
妊
婦
や
新
生
児
を
感
染
か
ら
守
る
た

め
、現
行
の
優
先
接
種
対
象
で
あ
る「
妊

婦
及
び
同
居
中
の
配
偶
者（
事
実
婚
含

む
）」に
加
え
て
、「
妊
婦
の
同
居
家
族
」、

「
授
乳
中
の
か
た
及
び
そ
の
同
居
家
族
」

を
加
え
る
こ
と
、②
ワ
ク
チ
ン
廃
棄
事
案

を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
厳
格
な
保
管
体

制
の
構
築
、③
Ｈホ

ー
ム

Ｐペ
ー
ジ

、ツ
イ
ッ
タ
ー
、メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン

関
連
情
報
の
一
元
化
、統
一
的
か
つ
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
の
徹
底
を
求
め
る
。

議
員　

離
婚
や
死
別
の
混
乱
期
に
、こ
れ

か
ら
ひ
と
り
親
と
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば
い
い

の
か
、ど
の
よ
う
な
仕
事
が
自
分
に
と
っ

て
適
正
で
、そ
の
仕
事
に
就
く
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
資
格
や
訓
練
が
必
要
な
の

か
。こ
の
よ
う
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
窓

口
が
市
役
所
に
あ
れ
ば
生
活
の
不
安
や

心
配
が
解
消
さ
れ
、ひ
と
り
親
家
庭
が
抱

え
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
思
う
。三
郷

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
就
労
支
援
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

ひ
と
り
親
家
庭
は

就
労
状
況
や
養
育
費
、住
ま
い
な
ど
の
経

済
的
な
状
況
、生
活
面
、子
育
て
環
境
な

ど
が
異
な
り
、自
立
し
た
生
活
に
向
け
、

各
家
庭
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
で
の
ひ
と
り
親
の
経
済
的
自
立
の

ひ
と
り
親
の

ひ
と
り
親
の就労

支
援
に
つ
い
て

就
労
支
援
に
つ
い
て

議
員

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

①
現
在
、12
歳
以

上
の
す
べ
て
の
か
た
に
対
象
を
拡
充
し

て
予
約
受
付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。更
な
る
優
先
接
種
枠
の
拡
大
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
、今
後
の
接
種
の
進
捗
状

況
も
踏
ま
え
て
調
整
し
て
い
く
。②
部
外

者
の
侵
入
及
び
、人
為
的
ミ
ス
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
、管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、停
電
時
に
備
え
災
害
用
発
電
機
を
準

備
し
て
い
る
。今
後
も
他
市
の
取
り
組
み

な
ど
を
参
考
に
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
特

徴
を
効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、積

極
的
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努

め
る
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
問
題
。

議
員　

三
郷
駅
南
口
周
辺
は
、ワ
オ
シ

テ
ィ
の
解
体
工
事
も
始
ま
り
、跡
地
は
民

間
の
大
き
な
開
発
案
件
が
予
定
さ
れ
る

な
ど
、ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
。１
９
８
９
年
、当
時
の
木
津
三
郎

市
長
が
発
表
し
た
フ
ァ
イ
ブ
・
ハ
ー
ト
・

タ
ウ
ン
構
想
で
は
、三
郷
駅
周
辺
は「
地

域
拠
点
」と
し
て
、コ
ン
セ
プ
ト
は「
商
業

機
能
と
業
務
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図

り
つ
つ
、本
市
の
玄
関（
顔
）に
ふ
さ
わ
し

い
落
ち
着
い
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン（
快

適
な
環
境
市
街
地
）を
め
ざ
す
」と
謳う

た

わ

れ
て
い
た
。こ
の
構
想
は
第
５
次
三
郷
市

総
合
計
画
に
も
受
け
継
が
れ
、30
数
年
継

続
さ
れ
て
い
る
。市
制
50
周
年
の
記
念
事

業
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、構
想
の
早
期
実

現
を
要
望
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な
計

画
等
、三
郷
駅
南
口
周
辺
の
復
興
、再
浮

上
の
構
想
を
市
長
に
伺
う
。

市
長　

第
５
次
三
郷
市
総
合
計
画
の
将

来
都
市
構
造
図
の
中
で
も
、三
郷
駅
周
辺

を「
地
域
拠
点
」、三
郷
緊
急
用
船
着
場
周

辺
の
江
戸
川
河
川
敷
を「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
核
」と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

今
後
も
地
元
地
権
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、

三
郷
駅
周
辺
の
ロ
ー
タ
リ
ー
や
バ
ス
停

留
所
の
再
配
置
の
た
め
の
調
査
を
行
う

な
ど
、地
域
活
性
化
の
た
め
の
拠
点
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

安
心
安
全
問
題
な
ど
。

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
つ
い
て

接
種
事
業
に
つ
い
て

三
郷
駅
南
口
開
発
問
題

三
郷
駅
南
口
開
発
問
題

市
長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長

にこにこ子育て応援ガイドにこにこ子育て応援ガイド

子
ど
も
未
来
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
、協
議
な
ど

を
踏
ま
え
、交
通
安
全
施
設
の
設
置
な

ど
、安
心
・
安
全
な
通
学
路
の
確
保
に
向

け
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

建
設
部
長　

交
差
点
の
安
全
に
つ
い
て

は
、信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
中
心
に
、

車
両
の
進
入
を
防
止
す
る
た
め
、鉄
製
の

車
止
め
ポ
ー
ル
を
約
６
４
０
本
設
置
し

た
。今
後
も
、市
道
に
お
け
る
危
険
箇
所

に
つ
い
て
、関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

車
止
め
ポ
ー
ル
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

市
内
バ
ス
交
通
問
題
。

議
員　

65
歳
未
満
だ
と
重
度
の
障
が
い

を
抱
え
て
い
て
も
特
定
疾
患
に
起
因
し

て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、介
護
保
険

制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な

い
人
が
い
る
。障
が
い
が
あ
っ
て
も
、当

た
り
前
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。加
え
て
、家

族
の
こ
と
、仕
事
の
こ
と
、経
済
的
な
こ

と
等
、一
人
の
人
間
に
ま
つ
わ
る
課
題
は

複
雑
で
多
岐
に
渡
る
が
、利
用
者
に
と
っ

て
相
談
窓
口
は
ひ
と
つ
が
望
ま
し
い
。初

期
段
階
の
イ
ン
テ
ー
ク（
受
入
れ
）で
は

議
員　

通
学
路
に
あ
る
危
険
か
ら
子
ど

も
を
ど
う
守
る
か
に
つ
い
て
改
め
て
関

心
が
集
ま
っ
て
い
る
。三
郷
市
で
も
ゾ
ー

ン
30
に
よ
る
速
度
規
制
の
実
施
や
、ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
協
力
の
も
と
児
童
生

徒
の
安
全
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。し
か

し
、交
差
点
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ポ
ー
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
、信

号
待
ち
の
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
だ
と

の
声
も
あ
る
。通
学
路
及
び
交
差
点
の
安

全
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
策
は
。

市
民
経
済
部
長　

千
葉
県
八
街
市
の
事

故
を
受
け
、市
と
し
て
も
通
学
路
の
安

全
点
検
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も
、

ゾ
ー
ン
30
を
市
内
８
か
所
で
実
施
し
、登

下
校
時
に
は
交
通
指
導
員
等
に
よ
る
児

童
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
が
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

隠
れ
た
ニ
ー
ズ
も
拾
い
上
げ
る
視
点
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。三
郷
市
に
お

け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
支
援
、イ
ン

テ
ー
ク
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
事
前
評
価
）

の
過
程
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

相
談
者
が
抱
え
る
生
活
に

関
す
る
困
り
ご
と
は
、ふ
く
し
総
合
相
談

室
で
ま
ず
お
受
け
す
る
体
制
と
し
て
い

る
。初
回
相
談
・
イ
ン
テ
ー
ク
の
際
に
、現

在
同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
状
況
や
、

健
康
状
態
、稼
働
状
況
や
、社
会
保
障
の

活
用
な
ど
を
十
分
に
聞
き
取
り
、困
窮
者

支
援
や
生
活
保
護
制
度
の
活
用
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
は
、制
度
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
行
い
、

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。今

後
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
念
頭
に
置
き
、

「
つ
な
が
る
相
談
支
援
」に
努
め
る
。

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
環
境
の
変
化

で
体
力
が
衰
え
、疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
る
状
況
が
続
く
今
、帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

を
発
症

す
る
か
た
が
増
え
て
い
る
。帯
状
疱
疹

は
、子
ど
も
の
頃
か
か
っ
た
水す

い

痘と
う（

水
ぼ

う
そ
う
）ウ
イ
ル
ス
が
体
内
で
潜
伏
し
、

免
疫
力
低
下
時
な
ど
に
発
症
す
る
。成
人

の
９
割
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
持

ち
、50
代
以
降
に
発
症
し
や
す
く
、80
歳

ま
で
に
３
人
に
１
人
が
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。そ
の
約
２
割
の
か
た
に
後
遺

症
が
残
る
可
能
性
が
あ
る
が
、帯
状
疱
疹

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予
防
で
き
る
。高
額

な
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
た
め
、費
用
の
助
成

に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

平
成
28
年
、既
存

の
水
痘
ワ
ク
チ
ン
が
従
来
の
効
果
に
加

え
、50
歳
以
上
の
か
た
に
対
す
る
帯
状
疱

疹
の
予
防
効
果
に
つ
い
て
も
追
加
承
認

さ
れ
た
。ま
た
、平
成
30
年
に
は
新
た
な

ワ
ク
チ
ン
が
製
造
販
売
承
認
を
取
得
し

て
お
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
選

択
肢
が
増
え
て
い
る
。任
意
接
種
の
た

め
、現
段
階
に
お
い
て
は
助
成
制
度
を
含

め
積
極
的
な
接
種
勧
奨
は
行
っ
て
い
な

い
が
、帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ

い
て
は
、国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、先
進
事
例
な
ど
を
情
報
収
集
し
、調

査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

道
路
問
題
。

そ
の
他
の
質
問

議
員

議
員

6565
歳
未
満
の
重
度
障
が
い
者

歳
未
満
の
重
度
障
が
い
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス

福
祉
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
質
問

福
祉
部
長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長

議
員 帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
つ
い
て

助
成
に
つ
い
て

通学路に設置された通学路に設置された
車止めポール車止めポール

市
民
経
済
部
長

建
設
部
長
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一般質問

て
ほ
し
い
が
、市
長
の
見
解
は
。

総
務
部
長　

①
市
民
か
ら
募
集
し
た「
戦

争
体
験
記
」は
、発
行
か
ら
30
年
を
迎
え

再
度
の
聞
き
取
り
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
。今
後
も
多
く
の
皆
様
に
お
読
み
い
た

だ
け
る
よ
う
事
業
の
継
続
に
努
め
て
い

く
。②
宣
言
塔
の
建
設
予
定
は
な
い
が
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
に
よ
り
広
く

趣
旨
を
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。

市
長　

③
政
府
は
、「
立
場
の
異
な
る

国
々
の
橋
渡
し
に
努
め
つ
つ
、現
実
的
か

つ
、実
践
的
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て

い
る
」と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

認
知
症
予
防
な
ど
。

議
員　

市
が
実
施
し
た
緊
急
支
援
金
は
、

医
療
機
関
に
は
届
い
て
も
医
療
従
事
者

個
人
に
は
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
。

今
後
、医
療
現
場
で
は
、第
６
波
へ
の
対

策
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
も
あ
る
。

「
病
院
看
護
師
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
は
、小
中
学
生
の
マ
マ
ナ
ー
ス

達
。学
校
が
始
ま
っ
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起

き
た
ら
、そ
の
母
た
ち
は
出
勤
で
き
な
く

な
り
医
療
が
回
ら
な
く
な
り
ま
す
。絶
対

に
院
内
に
コ
ロ
ナ
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

議
員　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
て

か
ら
８
か
月
を
迎
え
た
。ま
た
、今
年
は

9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
か
ら
20
年

だ
。対
テ
ロ
戦
争
の
も
と
、多
く
の
罪
の

な
い
一
般
人
が
犠
牲
と
な
り
、憎
し
み
の

連
鎖
は
深
ま
っ
て
い
る
。戦
争
は
、個
人

の
尊
厳
や
人
権
を
簡
単
に
奪
う
。だ
か
ら

こ
そ
、平
和
が
大
事
だ
と
強
く
感
じ
て
い

る
。①
戦
争
・
原
爆
の
記
憶
が
風
化
す
る

中
で
、戦
争
の
悲
惨
さ
、平
和
へ
の
思
い

の
伝
承
が
今
後
強
く
求
め
ら
れ
る
。戦

争
・
原
爆
体
験
者
は
高
齢
化
し
て
お
り
、

聞
き
取
り
に
は
時
間
が
な
い
。戦
後
も
貧

困
、差
別
、後
遺
症
な
ど
、苦
し
い
思
い
を

強
い
ら
れ
て
き
た
。あ
ら
た
め
て
聞
き
取

り
を
行
う
べ
き
だ
。②（
仮
称
）多
世
代
交

流
複
合
施
設
へ
の
非
核
平
和
宣
言
塔
の

復
元
を
。③
条
約
へ
の
参
加
を
国
へ
求
め

平
和
へ
の
願
い
発
信
を

平
和
へ
の
願
い
発
信
を

議
員

う
に
、日
々
懸
命
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

理
不
尽
な
ク
レ
ー
ム
を
受
け
て
も
、そ
れ

で
も
患
者
さ
ん
を
守
る
と
い
う
使
命
感

で
1
年
半
以
上
、耐
え
て
い
る
状
況
で

す
。」こ
れ
が
、現
場
の
声
で
あ
る
。今
、最

前
線
で
私
た
ち
市
民
の
生
命
を
守
り
、救

う
た
め
に
闘
っ
て
い
る
医
療
機
関
等
に

従
事
さ
れ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
に
届
く

支
援
と
し
て
、例
え
ば
慰
労
金
や
飲
食
補

助
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
な
ど
が
必
要
で

は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

市
内
の
医
療
機
関
及

び
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
は
、ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
収
束
に
向
け
た
取
り
組
み
に
全
面
的

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。今
後
、医

療
従
事
者
の
方
々
に
市
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
、ご
提
案
の
件
も
含
め
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
問
題
。

議
員　

高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、区
分

所
有
者
の
高
齢
化
、非
居
住
化
が
進
み
、

賃
貸
・
空
き
住
戸
化
し
て
い
る
。ま
た
、管

理
組
合
の
役
員
の
担
い
手
が
不
足
し
、総

会
の
運
営
が
困
難
に
な
り
、大
規
模
修
繕

や
建
替
え
決
議
が
で
き
な
い
、必
要
な
修

繕
積
立
金
を
確
保
で
き
な
い
等
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。ま
た
、タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
に
象
徴
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規

模
化
や
設
備
の
高
度
化
、複
合
用
途
化
等

に
伴
い
、管
理
の
専
門
化
・
複
雑
化
が
進

む
一
方
、総
会
へ
の
出
席
率
が
下
が
る
な

ど
、区
分
所
有
者
の
合
意
形
成
の
困
難
さ

が
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。三
郷
市
に
お

い
て
も「
マ
ン
シ
ョ
ン
・
団
地
の
実
態
調

査
」や「
管
理
状
況
に
関
す
る
届
出
制
度
」

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

市
で
は
、昭
和

56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
に
対
し
、耐
震
診
断

の
働
き
か
け
を
し
、訪
問
や
電
話
に
よ
り

状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
適
正
化
や
、建
て
替
え
等
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、本
市
に
お
い
て
も
施
策
が
効
果
的

か
つ
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
で
き

る
よ
う
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

医
療
的
ケ
ア
児
問
題

な
ど
。

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

医
療
従
事
者
等
へ
支
援
を

医
療
従
事
者
等
へ
支
援
を

マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
対
策

マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
対
策

市
長

そ
の
他
の
質
問

戦争原爆パネル展戦争原爆パネル展
（ららほっと新三郷）（ららほっと新三郷）

適正な管理に適正な管理に
市が支援を市が支援を

総
務
部
長

企
画
政
策
部
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

に
お
ど
り
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
絵
本
イ

ベ
ン
ト
で
の
業
者
に
よ
る
書
籍
販
売
や
、

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
三
郷
応
援
団
長

で
あ
る
柳
田
邦
男
先
生
ご
支
援
の
も
と
、

文
学
講
演
会
等
を
開
催
し
て
い
る
。今
後

も
、第
２
次
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
三
郷

推
進
計
画
の
施
策
に
基
づ
き
な
が
ら
、官

民
連
携
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
問
題
。

議
員　

多
胎
児
妊
娠
の
際
は
、通
常
よ
り

多
く
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
が
推
奨
さ

れ
、経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
る
。①
安

心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、追
加
で
受
診
す
る
費
用
を
補
助
し

て
は
ど
う
か
。②
核
家
族
社
会
に
な
り
多

く
の
親
は
子
育
て
を
一
人
で
行
っ
て
い

る
。多
胎
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
る
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ

込
ん
だ
り
、子
ど
も
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
」

の
質
問
に
、多
く
が「
あ
る
」と
答
え
、家

事
・
育
児
の
人
手
を
切
望
し
て
い
る
。生

活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
急
務
で
あ
る
と
考

え
る
が
、ヘ
ル
パ
ー
派
遣
な
ど
の
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

①
国
で
は
今
年
度

議
員　
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」宣
言

に
よ
り
、市
内
外
で
そ
の
活
動
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。今
ま
で
三
郷

市
で
は
、図
書
館
や
学
校
図
書
室
の
活

用
、電
子
図
書
館
等
の
整
備
、ふ
れ
あ
い

文
庫
に
よ
る
各
種
企
業
と
の
連
携
等
を

実
施
し
て
き
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、今
後
は
出
版
社

や
本
屋
、著
者
等
と
の
官
民
連
携
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
部
長　

官
民
連
携
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
ふ
れ
あ
い

文
庫
を
自
動
車
販
売
店
や
病
院
に
設
置

し
て
い
る
。ま
た
本
年
３
月
、三
郷
中
央

「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」

「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」

官
民
連
携
の
充
実
を

官
民
連
携
の
充
実
を

議
員

か
ら
、追
加
の
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
１
回

あ
た
り
５
０
０
０
円
、５
回
を
限
度
に
助

成
す
る「
多
胎
妊
娠
の
妊
婦
健
康
診
査
支

援
事
業
」を
創
設
し
て
い
る
。実
施
に
あ

た
っ
て
は
、近
隣
自
治
体
等
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

市
で
は
、多
胎
児

等
の
生
活
支
援
の
一
環
と
し
て
助
産
師
、

保
健
師
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
専
門
職

に
よ
る
継
続
的
な
訪
問
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。育
児
の
不
安
を
解
消
し
、安
定

し
た
乳
幼
児
の
養
育
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

健
康
問
題
。

議
員　

①
自
宅
療
養
者
の
健
康
観
察
の

み
な
ら
ず
、重
症
化
リ
ス
ク
を
早
期
に
発

見
し
、必
要
な
医
療
を
保
障
す
る
た
め
に

は
開
業
医
等
、地
区
医
師
会
や
地
域
の
医

療
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。す

で
に
、訪
問
診
療
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
が

徐
々
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、ワ
ク

チ
ン
接
種
に
お
い
て
も
移
動
困
難
な
か

た
へ
の
支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
も
含
め
て
、引

き
続
き
安
定
的
・
計
画
的
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
努
め
て
ほ
し
い
が
、対
応
は
。②
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
や
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
く
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

①
現
在
、接
種
対

象
を
12
歳
以
上
の
す
べ
て
の
か
た
に
広

げ
、市
内
医
療
機
関
及
び
勤
労
者
体
育
館

で
接
種
し
て
い
る
。接
種
会
場
へ
の
移
動

が
困
難
な
か
た
に
対
し
て
は
、医
療
機
関

の
協
力
を
得
て
訪
問
接
種
を
実
施
し
て

い
る
。今
後
も
引
き
続
き
医
師
会
や
地
域

の
医
療
機
関
と
連
携
し
、接
種
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。②
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ

ク
チ
ン
の
使
用
に
つ
い
て
は
、フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
と
同
様
に
、異
物
混
入
な
ど
に

つ
い
て
の
確
認
を
実
施
し
て
い
く
。ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
製
ワ
ク
チ
ン
は
市
内
個

別
医
療
機
関
で
接
種
し
て
お
り
、専
用
の

問
診
票
や
、チ
ラ
シ
を
用
い
て
副
反
応
に

つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

福
祉
問
題
。

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

多
胎
妊
婦
健
康
診
査
へ
の

多
胎
妊
婦
健
康
診
査
へ
の

補
助
と
生
活
支
援
に
つ
い
て

補
助
と
生
活
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
未
来
部
長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長

生
涯
学
習
部
長

自動車販売店での自動車販売店での
子ども司書によるお話会子ども司書によるお話会

ワクチン集団接種の様子ワクチン集団接種の様子

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長
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一般質問・人事案件

危
機
管
理
監　

福
祉
避
難
所
は
、一
般
的

に
平
常
時
は
入
所
・
通
所
施
設
と
し
て
運

営
さ
れ
て
お
り
、災
害
時
に
は
施
設
の
安

全
確
保
、職
員
の
配
置
な
ど
を
確
認
し
た

う
え
で
一
部
の
ス
ペ
ー
ス
等
を
利
用
し

た
開
設
を
想
定
し
、避
難
所
と
し
て
は
二

次
的
な
も
の
と
現
在
位
置
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、直
接
の
避
難
先
と
す
る
こ
と
で
、

受
け
入
れ
想
定
外
の
避
難
者
が
多
く
な

り
、福
祉
避
難
所
と
し
て
の
対
応
に
支
障

が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。こ
の
た
び
、災

害
対
策
基
本
法
等
の
改
正
に
よ
り
、福
祉

避
難
所
の
受
入
対
象
者
を
事
前
に
特
定

し
、公
示
を
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
た

め
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
な
ど
。

議
員　

平
成
29
年
12
月
の
議
会
で
は
、

「
戸
ヶ
崎
地
区
は
か
つ
て
の
路
線
バ
ス
廃

止
の
経
緯
等
か
ら
、必
ず
し
も
日
常
生
活

の
移
動
手
段
と
し
て
の
利
用
要
望
が
高

い
と
は
言
い
が
た
く
、今
回
策
定
し
て
い

る
三
郷
市
地
域
交
通
網
計
画
で
は
路
線

バ
ス
の
新
設
等
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い

な
い
」と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。当
時
か

ら
４
年
ほ
ど
経
過
し
た
が
、今
後
戸
ヶ
崎

議
員

に
住
む
市
民
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
の

考
え
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

平
成
30
年
３

月
策
定
の
三
郷
市
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
で
は
、路
線
バ
ス
に
対
す
る
改
善

の
必
要
性
が
高
い
地
区
と
し
て
、戸
ヶ
崎

地
区
を
挙
げ
て
お
り
、対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
地
区
と
し
て
い
る
。過
去
に

行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果

で
は
、路
線
バ
ス
に
対
す
る
改
善
ニ
ー
ズ

が
高
い
も
の
の
、利
用
者
が
少
な
い
た
め

廃
止
と
な
っ
て
お
り
、再
編
は
慎
重
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。今
後
は
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
踏
ま
え
、戸
ヶ
崎
地
区
の
最
適

な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
第

一
歩
と
し
て
、現
状
の
課
題
を
確
認
す
る

た
め
の
利
用
意
向
調
査
を
実
施
す
る
。バ

ス
路
線
の
再
編
成
も
含
め
、先
進
事
例
を

参
考
に
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

〇�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

山
本　

隆
弘�

氏（
泉
一
丁
目
）

〇�

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

坪
井　

裕
子�

氏（
早
稲
田
六
丁
目
）

〇��

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

小
阪　

秀
史�

氏（
谷
口
）

〇�

人
権
擁
護
委
員
を
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

石
井　

秀
誉�

氏（
彦
倉
一
丁
目
）

　

中
村　

三
郎�

氏（
早
稲
田
一
丁
目
）

〇�

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
を
指

名
推
選
に
よ
り
当
選
と
し
ま
し
た
。

　
（
選
挙
管
理
委
員
）

　

石
出　

順
一�

氏（
鷹
野
五
丁
目
）

　

篠
田　
　

實�

氏（
番
匠
免
一
丁
目
）

　

澁
谷　

貞
子�

氏（
花
和
田
）

　

篠
田　

喜
一�

氏（
新
和
四
丁
目
）

　
（
補
充
員
）

　

豊
田　

孝
司�

氏（
三
郷
一
丁
目
）

　

田
中
は
つ
枝�

氏（
谷
口
）

　

阿
部　

啓
子�

氏（
谷
中
）

　

八
塚　

誠
治�

氏（
戸
ヶ
崎
二
丁
目
）

戸
ヶ
崎
地
区
の

戸
ヶ
崎
地
区
の

公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
は

公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
は

議
員　

今
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業（
個
別
計

画
の
作
成
な
ど
）の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。個
別
計
画
の
作
成
は
、日
常
的
に

関
係
性
の
あ
る
福
祉
専
門
職
の
か
た
な

ど
に
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。ま
た
福
祉
避
難
所
を
増
設

し
、要
支
援
者
が
直
接
避
難
で
き
る
よ
う

個
別
計
画
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

減
災
に
向
け
福
祉
職
の
活

用
な
ど
、さ
ら
に
具
体
的
な
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
担
当
部
局
と
連
携
協
力
し
な

が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
推
進

要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
推
進

と
福
祉
避
難
所
の
拡
充
を

と
福
祉
避
難
所
の
拡
充
を

議
員

そ
の
他
の
質
問

戸ヶ崎１丁目付近戸ヶ崎１丁目付近

議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページまたは、市役所
内の市政情報コーナー、図書館などで「会議
録」を閲覧することができます。なお９月定
例会の会議録は11月下旬に更新する予定で
す。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を目
安に、ホームページにてＰＤＦ形式で公開
していますのでご覧ください。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索

福
祉
部
長

危
機
管
理
監

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

人

事

案

件

††††††††††††††††††††††††††††††
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きらりとひかる田園都市みさと特別委員会を設置

４つの特別委員会を設置しました

三郷早稲田北部地域
拠点整備対策特別委員会

　三郷早稲田北部地域の拠点整備に伴い生ずる諸問
題の対応を図る。

◎鈴木深太郎　〇渡邉　雅人　　武居　弘治
　田上　広子　　宇治由紀子　　寺沢　美紗
　岡庭　　明　　柳瀬　勝彦　　西村寿美枝
　工藤智加子　　深川　智加　　一色　雄生

三郷南部地域拠点
整備対策特別委員会

　三郷南部地域拠点の整備に伴い生ずる諸問題の対
応を図る。

◎酒巻　宗一　〇佐々木　修　　篠田　正巳
　佐藤　裕之　　篠田　隆彦　　齊藤　幹郎
　岡庭　　明　　菊名　　裕　　鳴海　和美
　佐藤　智仁　　市川　文雄　　一色　雄生
※（議長）

三郷インターチェンジ周辺
対策特別委員会

　三郷インターチェンジ周辺の開発に伴い生ずる諸
問題の対応を図る。

◎加藤　英泉　〇田上　広子　　宇治由紀子
　篠田　隆彦　　寺沢　美紗　　柳瀬　勝彦
　鈴木深太郎　　佐藤　睦郎　　西村寿美枝
　工藤智加子　　深川　智加　　市川　文雄
※（議長）

三郷中央地区周辺
対策特別委員会

　三郷中央地区とその周辺における開発に伴い生ず
る諸問題の対応を図る。

◎菊名　　裕　〇鳴海　和美　　篠田　正巳
　武居　弘治　　佐藤　裕之　　佐々木　修
　齊藤　幹郎　　加藤　英泉　　渡邉　雅人
　酒巻　宗一　　佐藤　睦郎　　佐藤　智仁

◎委員長　〇副委員長　※（議長）は、地方自治法第105条によるものです。

（仮称）三郷流山橋西側（仮称）三郷流山橋西側

消防署南分署付近消防署南分署付近

彦糸二丁目付近彦糸二丁目付近

におどり公園におどり公園
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議会を傍聴しませんか

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最も身近な
方法です。市政への理解を深めていただくためにも傍聴
をしてみませんか。
※�傍聴の際に手話通訳、または要約筆記を希望されるか
たは、傍聴希望日のおおむね14日前に議会事務局ま
でお申し込みください。

問い合わせ　議会事務局　　☎048（930）7768

令和３年12月定例会の予定表

月日 曜日 会議別

11/29 月 本会議
（議案説明・
質疑など）12/1 水

12/2 木 委員会

12/7 火

本会議
（議案採決・
一般質問など）

12/8 水

12/9 木

12/10 金

※�正式には市長の招集告示を受け、議会
運営委員会を経て、開会日の本会議で
決定します。

手話通訳と要約筆記により傍聴する様子手話通訳と要約筆記により傍聴する様子

傍聴 Q&A
Ｑ．議会はいつ傍聴できますか。
Ａ．�議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
　　詳しい日程は議会事務局にお問い合わせください。

★傍聴されるかたは、議長、係員の指示に従ってください。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり迷惑
となるような行為をしないでください。
⑵�みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでく
ださい。
⑶�携帯電話・カメラ・録音機等の電源はお切りください。
⑷�飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となる
ような行為をしないでください。
※�新型コロナウイルス感染防止のため、傍聴をされるか
たは、入場時に手指消毒及びマスクの着用をお願いいた
します。また、体調のすぐれないかた（せき・発熱など）
は、傍聴をお控えください。

Ｑ． 議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをするのですか。
Ａ．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。
　　�通常は午前10時から会議が開かれますので、７階傍聴席入口で�氏名・住所を記入してから傍聴

してください。なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要となり、６階議会事務局で受付します。

Ｑ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。 
Ａ．�お子さんの傍聴も可能ですが、小さなお子さんは保護者の同伴が必要です。

Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ．車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。�

次回の12月定例会は11月29日（月）午前10時に開会予定です。
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きらりとひかる田園都市みさと

９月定例会の審議結果と賛否をお知らせします

※このほか報告23件、選挙１件がありました。また、陳情２件、要望１件を受理しました。

※議長は採決に加わっていません。

会派名（人数） 所属議員名

政志会（9）
武居　弘治（議長）、篠田　正巳、佐藤　裕之、
佐々木　修、田上　広子、宇治　由紀子、
篠田　隆彦、齊藤　幹郎、寺沢　美紗

21世紀クラブ（5） 菊名　裕、岡庭　明、加藤　英泉、柳瀬　勝彦、
渡邉　雅人

公明党（5） 酒巻　宗一、鈴木　深太郎、佐藤　睦郎、
鳴海　和美、西村　寿美枝

日本共産党（3） 工藤　智加子、佐藤　智仁、深川　智加
ネットワークみらい（1）市川　文雄

無所属（1） 一色　雄生

○＝賛成　×＝反対　△＝棄権

号 件             �名 結果 政志会 21世紀 公明党 共産党 ネットワーク 無所属

議　
案

47 工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

48 三郷市個人情報保護条例及び三郷市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇

49 三郷市職員定数条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

50 三郷市児童発達支援センター設置及び管理条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 三郷市地区計画区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

52 令和３年度三郷市一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
53 令和３年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
54 令和３年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
55 令和３年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
56 令和３年度三郷市上水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
57 令和２年度三郷市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × × 〇

58 令和２年度三郷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × 〇 〇

59 令和２年度三郷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇４
×１ 〇 × 〇 〇

60 令和２年度三郷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × 〇 〇

61 令和２年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について
可決
及び
認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇

62 令和２年度三郷市公共下水道事業特別会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 × 〇 〇
63 教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 △ 〇 〇
64 監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
65 公平委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
66 令和３年度三郷市一般会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提
出

67 出産育児一時金の増額を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

68 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 可決 〇 × 〇 〇 〇 〇

諮�

問
1 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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国・政府に要望

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
１

９
年
度
の
出
産
費
用
が
正
常
分
娩

の
場
合
、全
国
平
均
額
は
約
46
万

円
で
、室
料
差
額
等
を
含
む
費
用

の
全
国
平
均
額
は
約
52
万
４
０
０

０
円
と
な
っ
て
い
る
。出
産
に
か

か
る
費
用
は
年
々
増
加
し
、費
用

が
高
い
都
市
部
で
は
現
在
の
42
万

円
の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

で
は
賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、平
均
額
が
約
62
万
円
と
最
も

高
い
東
京
都
で
は
、現
状
、出
産
す

る
人
が
約
20
万
円
を
持
ち
出
し
て

い
る
計
算
と
な
る
。

　

国
は
、２
０
２
２
年
１
月
以
降

の
分
娩
か
ら
産
科
医
療
補
償
制
度

掛
金
を
１
・
２
万
円
に
引
下
げ
、本

人
の
受
取
額
を
４
０
０
０
円
増
や

す
と
と
も
に
、医
療
機
関
か
ら
費

用
の
詳
し
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
実

態
を
把
握
し
た
う
え
で
増
額
に

向
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

一
方
、令
和
元
年
の
出
生
数
は

86
万
５
２
３
４
人
で
、前
年
に
比

べ
５
万
３
１
６
６
人
減
少
し
過
去

最
少
と
な
っ
た
。少
子
化
克
服
に

向
け
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め

に
は
、子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、

き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、一
時
金
は

そ
の
大
事
な
一
手
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

少
子
化
対
策
は
、わ
が
国
の
重

要
課
題
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
ず
、

子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
期
に
当
た
る

出
産
時
の
経
済
的
な
支
援
策
を
強

化
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。

　

よ
っ
て
、政
府
に
対
し
、現
在
の

負
担
に
見
合
う
形
に
出
産
育
児
一

時
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

他
の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な

し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
、十
分
な
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

２
．�固
定
資
産
税
は
、市
町
村
の
極

め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見

直
し
は
家
屋
・
償
却
資
産
を
含

め
、断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

生
産
性
革
命
の
実
現
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た

措
置
は
、本
来
国
庫
補
助
金
な

ど
に
よ
り
国
の
責
任
に
お
い

て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、現
行
の
特
例
措
置
は

今
回
限
り
と
し
、期
限
の
到
来

を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る

こ
と
。

３
．�令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
土
地
に
係
る
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
講
じ
た
、課
税
標

準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額

と
す
る
負
担
調
整
措
置
に
つ

い
て
は
、令
和
３
年
度
限
り
と

す
る
こ
と
。

４
．�令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の

臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い

て
、更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行

わ
な
い
こ
と
。

５
．�炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は

拡
充
す
る
場
合
に
は
、そ
の
一

部
を
地
方
税
又
は
地
方
譲
与

税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分

す
る
こ
と
。

※
67
号
・
68
号
と
も
に
一
部
抜
粋
。

（
要
望
事
項
）

１
．�令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の

地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」に

お
い
て
、令
和
３
年
度
地
方
財

政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な

い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を

確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
社
会

保
障
関
係
経
費
が
毎
年
度
増

大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

議
案
第
67
号
　
出
産
育
児
一
時

金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

議
案
第
68
号
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

公益にかかわることにつ
いて、議会が意思決定機
関として意見をまとめ、
議決し、国等の関係機関
へ「意見書」として要望
などをすることです。

「意見書」とは…

国・
政
府
に
要
望

国・
政
府
に
要
望

９
月
定
例
会
で
は
２
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議場で
避難訓練を実施

　９月15日、本会議中の大地震を
想定し、避難行動訓練を実施しま
した。また、９月定例会後には、議
員の「安否確認訓練」も実施し、災
害に対する備えを確認しました。
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優しい三郷に守られて
年金受給　60代　さつき平一丁目在住

　三郷に住んで30数年。このまちで
子育て・仕事をし、多くの方々にお
世話になってきた。
　久々にみさと団地へ。保育所は既
になく商店街にも変化が。聞くと、
北公民館・児童館の建て替えに伴い
多世代交流館（仮称）として再出発
するという。
　初めて公民館に行ったとき、門近
くの「非核平和宣言塔」を見て、優
しい三郷だと、何かしら安心感に似
た感情を抱いた。慣れない土地でこ
れからの生活に不安を持っていたこ
ともあったのだろう。
　それからは保育所と職場の行き帰
りに見上げ、守られている感じがし
た。新しい交流館の前庭にも、どこ
からでも見ることができる宣言塔を
期待している。

父の背中
　医療事務　40代　三郷三丁目在住

　先日、一人暮らしの父から「背
中に薬を塗りたいのだけどうまく
塗れない」と言われました。父の
家まで自転車で10分の距離です
が、背中に薬を塗るためだけに自
転車を走らせるのは面倒です。何
か良いモノはないかとネットで検
索し「らくらく軟

なん

膏
こう

塗り！」便利
グッズを見つけました。　
　早速ポチッとして父に届けまし
た。私が知らないだけかもしれま
せんが、こんな便利グッズが近く
のお店で手に取って見れたら良い
のにと思いました。
　インターネットは、とても便利
ですが、苦手な高齢者にも快適な
三郷であってほしいと願います。
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〒341−8501
埼玉県三郷市花和田648番地１
TEL 048−930−7768（直通）　FAX 048−953−1358
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きらりとひかる田園都市みさと

　見やすく、わかりやすい紙面で、市議会だよりが身近
なものになるよう、編集委員一同努めてまいります。
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長

武
居
弘
治

委　
　
員

深
川
智
加
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員

寺
沢
美
紗

副
委
員
長

西
村 

寿
美
枝

委
員
長

渡
邉
雅
人

編集委員会新メンバーを編集委員会新メンバーを
ご紹介しますご紹介します


